
♪今月の予定♪ 

 

 

し ず く☆自分の思いを保育者に受けとめてもらい、様々なことへの興味や関心が広

がり、友達や身の回りのものに関わろうとする。 

う み☆進級への喜びや期待などの気持ちを温かく受け止め、安心して過ごせるよ

うにする。 

そ ら☆次年度のクラスの遊びを楽しむことで、進級への期待や安心感をもつ。 

    ☆戸外遊びを楽しむなかで、春の訪れを感じる。 

ちきゅう☆進級することに期待を持ち、様々な活動に自信をもって取り組もうとする。 

☆相手の気持ちに気づこうとしたり、思いやりの気持ちをもったりして友達

と関わる。 

たいよう☆生活や活動に取り組む中で、年長児になることへの期待を持つ。 

    ☆友達と一緒に目的を持って遊びを進めていくことを楽しむ。 

ぎ ん が☆お世話になった人に感謝の気持ちをもって過ごそうとする。 

☆就学への期待や喜びを感じながら、見通しを持って意欲的に取り組む。 

 

                                               

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      ※１０(水)は、ミニ機関車が園に来ます！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 ネイルチェックデー     １７ 水  

２ 火  １８ 木 音楽教室(ちきゅう・たいよう・ぎんが) 

３ 水 誕生会 １９ 金  

４ 木  ２０ 土 春分の日 卒園式 

５ 金  ２１ 日  

６ 土  ２２ 月 避難訓練 

７ 日  ２３ 火  

８ 月  ２４ 水  

９ 火 お別れ遠足(ぎんが) ２５ 木  

10 水 お別れピクニック(ちきゅう) ２６ 金  

１１ 木 遠足(たいよう)・サッカー教室(ちきゅう・ぎんが) ２７ 土  

１２ 金 お別れ会 ２８ 日  

１３ 土  ２９ 月  

１４ 日  ３０ 火 令和２年度保育終了 

１５ 月  ３１ 水 休園 

１６ 火     

♪今月の歌♪ 

し ず く♪「おはながわらった」 

「しあわせならてをたたこう」 

う み♪「つくしんぼ」 

     「小さな庭」 

そ ら♪「春」 

「犬のおまわりさん」 

ちきゅう♪「うれしいひなまつり」 

「線路はつづくよどこまでも」 

たいよう♪「はなのおくにのきしゃぽっぽ」 

「うれしいひなまつり」 

ぎ ん が♪「さよならぼくたちのこどもえん」 

「たんぽぽのおひなさま」 

４月の主な行事予定   １日(木) 令和３年度 入園・進級式  

♪今月の目標♪ 

 

おねがい  

〇【しずく・うみ・そら・ちきゅう・たいよう】年度末

に作品を持ち帰りましたら、作品が入っていた袋

は、新年度に持ってきてください。 

〇【全クラス】月末にロッカー内の荷物を持ち帰り

ます。袋に名前を書いて持ってきてください。 

               この 1年・・・振り返って思うこと 

 令和 2年度も余すところ、あとひと月となりました。振り返れば、『コロナ感染拡大防止のため』という

フレーズで埋め尽くされた 1年でした。進級・新入を迎え、やっと新しい環境に適応し始めた矢先の登園

自粛に始まり、行事の中止・延期・縮小を余儀なくされ、普段通りの保育・教育の遂行に影響が出たこと

は否めません。それでも、子どもたちの「笑顔」を得るための活動を続けることができたこと、これは一

重に保護者の皆さまのご理解とご協力があったればこそで、心から感謝申し上げます。この 1年を通して、

失うものは確かにありましたが、得るものも多かったように思います。「例年通り」が一切通用しない中、

職員一人一人が、アイデアを絞り出し、「どうしたらできるか」に挑みました。やむなく中止という判断を

下さねばならないものもありましたが、多くの行事を実施することができ、思い切り楽しんできました。

また、動画の配信という新たな手法を用いることで、おうちの方はもちろん、普段見てもらえない遠方に

住むおじいちゃんやおばあちゃんにも、園での様子を伝えることができ喜んでいただけたことも、収穫の

ひとつであったかと考えます。つまり、この 1年は大変ではあったけれど、決して悪いことばかりではな

かったということです。何より、子どもたちは、コロナ禍の下、様々な面で不自由であったにもかかわら

ず、本当に大きく成長してくれました。泣いてばかりだった子が、笑顔で登園してくれるようになり、お

はようを言えなかった子が、あいさつできるようになり、歩けなかった子が走っています。先日行われた

ぎんが組のコスモス発表会では、年長児全員が堂々と胸を張っておうちの方の前で、劇や音楽を発表する

姿がありました。「ぎんが組になったら、こんなことができるようになるんですね。涙がでました。」とし

みじみと語られた保護者の言葉は、子どもたちの成長を願い取り組んできた、保育者にとってこの上なく

うれしいものでした。緊急事態宣言が解除されても、新型コロナ感染症が収束したわけではありません。

ですから、決して気を緩めてはいけないし、その都度対策を講じていかねばならないことに変わりはあり

ません。これまでの努力や我慢を水泡に帰すことだけは避けなければなりません。この 1年で学んだこと

を、次の 1年に生かすことこそが、コロナ禍を克服する一歩だと考えます。      （園長 宇野） 

３月 まきしまひいらぎだより 

ＵＲＬ      http://shingekai.jp 

ホームページからブログを見ることができます。 

令和３年 ３月 １日 

園長 宇野 智子 


